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忍
と
い
ゆ
品
問
主
量
体
み
が
誓
一
事
館
前
な
襲
暗
記
長
い
夏
休
み
が
一
は
違
っ
た
震
の
襲
と
議
官
、

主

主

一

加

わ

っ

τ、
主
主
が
ゆ
る
み
、
生
一
軟
か
ら
の
勉
学
に
備
え
て
知
力
と
男

児
重
や
生
判
定
と
っ
て
の
喜
び
は
も
一
揺
が
乱
れ
が
ち
で
す
。
一
を
警
コ
こ
と
に
あ
る
と
も
い
え
ま
す
。

ち
ろ
ん
の
左
京
月
余
に
わ

E
一
「
外
出
は
喜
ハ
時
ま
な
名
札
を
つ
一
比
需
富
な
時
間
か
あ
る
と
ζ
ろ
か

う

Eゅ
う
の
者
め
顔
か
幸
つ
っ
て
一
け
、
華
字
惨
事
全
力

1
S持
ち
一
島
、
発
行
化
へ
進
主
併
殺
な
い
と
は

遊
ん
だ
担
、
揖
軒
目
合
っ
た
必
ず
る
機
金
一
あ
ま
り
時
手
な
服
装
は
し
な
い
。
中
学
一
い
え
ま
せ
ん
。
平
捗
し
す
ぎ
ず
、
し
か

に
め
ぐ
ま
れ
棄
し
い
夏
体
み
で
す
。
一
生
は
念
芥
一
へ
出
る
と
会
母
校
脱
喜
ア
旬
非
行
化
の
き
さ
し
を
見
の
が
さ
な
い

会
月
は
、
平
家
事
察
署
と
市
教
福
岡
袋
一
周
す
る
。
み
だ
白
に
動
賞
活
や
一
遊
技
場
一
よ
一
フ
、

ζ

ど
も
た
ち
の
交
友
関
係
や
生

員
会
か
ら
1

笈
倖
ゅ
の
事
故
防
止
や
心
一
に
出
天
D
し
た
白
、
買
い
貴
い
な
ど
し
一
議
態
度
役
十
分
同
県
川
J

る
必
要
が
あ
り
ま

構
v

一凡な
E
起
つ
い
で
潤
い
て
る
J

ふ
し
た
一
な
い
。
采
1
1ジ
グ
は
必
ず
だ
丸
ま
一
す
。
粧
品
山
へ
の
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
rq

み
ん
な
で
読
み
、
考
え
あ
っ
て
揮
し
ず
作
は
責
任
あ
る
成
人
と
い
っ
し
ょ
包
行
一
な
る
べ
く
家
族
ぐ
る
み
で
出
か
け
る
よ

い
夏
休
み
を
過
ご
し
て
い
た
喜
た
い
一
実
午
後
九
時
に
は
帰
宅
オ
る
ご
一
う
じ
し
た
い
も
の
で
す
@

と
患
い
ま
す
。

ζ
れ
は
市
教
養
の
外
出
日
に
つ
い
の
注
一
〈
〉
水
の
輯
離
を
血
〈
号
つ

。
甥
樺
高
司
生
活
吾
し
よ
う
窓
で
す
。
蔓
体
み
の
意
識
は
、
学
校
と
一
笈
に
つ
晶
子
も
の
の
水
の
事
故
1

昨
年、、

い
ま
す
が
、

で
あ
っ
て
も
、

係
で
制
限
さ
れ
る
と
き
が
あ
り
ま

す
」
震
が
立
つ
宅
禁
止
h
黄
色
い
旗

は
「
注
窓
」
の
し
る
し
で
す
か
争
点
く

守
り
ま
し
ょ
う
。
ず
1
ん
を
利
用
す
る

と
苦
弘
、
時
げ
る
人
と
い
っ
し
ょ
に
行

君
保
護
者
の
許
し
を
辱
て
か
ら
に
し
ま

し
ょ
う
。
挽
ぐ
前
の
準
備
連
動
や
泳
い

の

話

題

潤の茶
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持~

開
特
訓
刷
会
計
・
総
領
八
十
台
信
一
千

二
百
万
内
の
収
入
車
は
九
六
・
七
持

〈
八
十
郎
徳
一
一
千
百
万
円
)
。
古
文
出
は

一
八
十
一
一
時
一
一
千
万
円
余
で
九
三
二
一
帯

一
で
あ
る
。

一
特
ピ
収
大
軍
の
低
い
簡
易
水
道
事
弘

一
〈
二
一
六
・

O
停
〕
は
財
産
収
入
ば
つ
い

一
て
振
り
込
忍
の
起
疫
に
よ
る
も
の
で
あ

そ
の
ほ
か
、
競
輪
出
心
の
諸
収
入
が
一
る
。

一
ヱ
ハ
・
八
持
で
あ
る
。
一
ま
た
、
豊
富
斡
行
事
の
低
い
の

支
出
国
で
は
、
量
的
犯
建
設
事
業
一
は
そ
の
六
野
選
議
事
主
で
あ

費
出
一
十
六
健
二
干
四
百
方
向
で
空
ハ
一
っ
て
一
一
一
一
月
末
日
ま
で
に
事
務
訟
認
さ

-
語
、
消
費
的
経
済
の
大
半
で
あ
る
一
内
そ
の
収
入
時
期
が
雪
、
青
の

人
件
設
は
十
悶
億
一
芸
一
一
言
万
内
で
二
一
出
嗣
叶
世
田
時
期
間
中
と
な
る
詔
・
県
支
出

五
・
一
持
、
物
件
費
そ
の
協
で
七
億
七
一
金
や
市
債
な
ど
の
抵
存
時
間
滋
で
あ
る
。

千
四
奇
万
円
(
)
三
-
妻
、
扶
助
…
芸
支
出
に
つ
い
て
も
完
腐
の
時

自
・
一
持
、
誇
護
費
一
了
間
指
一
期
に
関
連
し
て
支
払
い
騒
が
ず
れ
て

の
順
守
あ
る
。

tH 

支出謡

千円
4，907，294 

7，064，388 97.9 
416，549 76.8 
157，203 97巳3
149，436 '70.5 
187，727 48，3 
26，633 86，3 
30>169 56‘7 
67，316 7707 
21，335 百5.7

8， 120， 7~6 93・2

3，028，050 90.4 

う
努
め
ら
れ
た
い
@
?
算
配
当
額
世

相
甲
子
広
執
行
が
な
さ
れ
た
も
の
が
あ

っ
た
が
、
じ
ゅ
?
っ
ぷ
ん
た
訴
し

τ執

行
幸
主
れ
た
い
@
支
出
資
担
行
為
整

潔
薄
に
お
い
て
、
四
月
執
行
刑
あ
っ

た
が
ま
ら
が
い
で
あ
る
の
で
注
意
さ

れ
た
い
@
モ
の
ほ
か
、
お
お
む
ね
適

主
に
処
躍
さ
れ
て
い
た

部
課
長
識
な

ど
人
事
発
令
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日
、
昭
和
田
十
主
主
度
当
初
予
算
の
内
容
と
飽
和
田
十
周
年
度
位
期
に

お
け
る
予
察
の
う
ど
き
を
中
、
笠
宮
y選
四
十
四
患
の
市
財
政
状
況
を
長
表
し
た
。

包
十
五
年
師
宅
事
算
の
全
丙
容
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
広
報
紙
四
重
湾
紙
上
で
発
表
し
た
と

お
担
、
⑦
散
面
同
文
化
の
向
と
⑨
牛
耳
出
環
境
の
箆
僚
出
回
監
察
経
漢
の
続
出
典
@
一
都
市
基
盤
の
槙
舗
の
四
円
J

の
往
宇
一
一
護
福
施
捕
に
~
予
葬
鏡
饗
白
一
手
五
億
円
(
一
般
会
正
副
五
十
〕
億
汽
千
万
円
)
を
計
上
、
続

続
的
な
姿
勢
で
予
算
化
を
は
か
っ
た
と
お
D
で
あ
る
。

一
方
、
四
十
羽
年
度
後
期
に
お
け
る
予
算
の
旦
ど
き
で
は
湾
市
の
予
算
規
模
は
三
月
末
、
百
四
十

四
時
時
五
百
方
向
で
前
年
同
期
に
比
べ
る
と
こ
十
二
一
億
二
千
余
万
円
と
飛
照
的
な
伸
び
を
一
千
U
た
。
@

四
十
四
宝
度
一
般
会
計
の
最
持
予
霧
額
は
、
五
土
八
億
九
千
二
一
百
万
円
と
は
D
前
年
と
比
較
す
る
と

約
八
喬
一
六
・
認
の
増
加
で
あ
る
。
@
罰
金
計
の
う
長
輪
金
は
三
月
補
霊
で
で
一
震

予
葬
額
は
也
士
一
一
億
一
千
五
首
万
余
円
と
な
っ
た
ー
し
た
が
っ
て
伊
八
合
計
を
合
事
レ
た
特
別
会
釘

総
予
揮
額
は
八
千
七
億
)
千
一
一
一
一
夜
万
円
で
あ
る
勾
@
予
察
の
よ
か
島
市
た
一
般
会
計
の
自
主
財
源
は

八
三
・
四
持
、
建
設
費
開
開
時
は
四
六
・
五
婦
の
官
同
車
で
あ
る
。
@
平
一
一
一
月
末
の
市
有
財
経
は
八
十
四
縄

問
手
五
百
方
向
、
市
の
負
慣
混
在
額
は
十
四
億
一
千
九
百
万
円
と
な
っ
た
。

に
ための相談窓、口一一

輯 明 母 車 ( 特 昨 〉 掴 輯 部 月 第 2週呂町

月昭臼 10時 -15時/商工課

組 轄 と 輯 世 相 臨 毎 月 第2土曜 9時 -12
時/商工合議所

高令場者職輯相臨 {求人相鵠も含む)蒔週

木昭10-15時/福祉

聾蝿3ゑ趨毘あっせん (措械金属加工プ

ラスチ y ク加工等)替月栴 3木曜 日時

-16時/商工

毎月第 Z土曜

艶}

-第 3月瑠 9時

:-15時/市民相離室(福祉) 、

市韓相聞年月第 2 ・鼎 4木曜/iI;長相

酷室(市民組課〉

宅地輔輯相髄ネ臼 9時 -16時常設市民

相融室(瞳畠聾}

韓宵掴酷水、木、念、士、臼轄区9時一日時

/ぽ育研究所 、
青少年掴龍平良 10時 -16時常設/管企

年課

車瞳1忽盟輔酷平日 9時 -16時常設/福

祉事帯所

溜青少年の非行防止

膿社会的速帯の強化

潤つまずいた青少年

に媛かい愛の予を
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一
転
間
関
は
に

前
衛
佑
一
酷
域
は
金
蔀
の
付
制
ww

喜
市
聖
書
法
域
主
巾
街
化
認
を
形
一
で
で
い
る
区
域
と
、
お
お
詰
一
-
蓄
の
襲
、
市
街
長
崎
は
一
平
九
一

区
域
の
二
百
花
色
完
け
宮
也
綿
引
の
一
+
年
以
内
に
優
先
的
か
っ
、
計
耐
開
的
民
一
百
五
十
六
・
二
ヘ
ク
虫
1
ん
で
、
江
れ
一

議
決
定
が
、
き
る
六
月
十
日
、
賀
市
一
市
街
化
し
を
は
か
つ
て
い
ふ
区
漆
で
あ
り
一
は
市
域
の
約
四
回
以
刊
に
あ
た
る
a

一
る
も
の
、

品

九

二

方

、

認

盤

区

域

は

今

後

、

市

街

化

を

一

ζ
の
決
定
は
、
五
庄
一
十
一
日
に
陽
一

中
間
骨
化
ぽ
域
と
は
、
す
で
に
市
街
地
一
抑
制
し
て
い
く
べ
吉
区
域

ω乙
と
で
、
一
か
れ
た
神
奈
川
県
都
市
計
幽
地
方
審
議
一

定案

縮尺50;000:1 
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平
塚
一
税
務
箸
は
『
民
八
割
法
の
一
座
』
か
ら
七
月
三
十
一
回
に
自
動
的
主
レ
ま
す
。
た
だ
し
、
時
五
金
一
億
じ
な
い
C
と
が
で
告
品
限
度
額
を
従

部
改
と
と
、
今
月
は
所
得
泊
予
定
一
応
税
金
に
振
り
務
v

え
ら
れ
る
の
で
、
円
以
下
の
法
人
の
所
揮
の
う
当
年
実
三
方
向
未
満
で
し
た
が
、
昭
和

納
税
額
第
一
期
分
の
納
期
に
あ
た
り
そ
の
日
以
前
に
残
金
援
高
を
も
う
一
一
ニ
百
万
円
以
下
の
部
奔
出
従
来
ど
お
四
十
五
年
時
間
月
一
回
以
降
開
始
す
る

次
の
よ
う
K
い
っ
て
い
石
。
産
め
て
ほ
し
い
。
り
一
一
八
掃
で
す
。
ま
た
、
配
当
主
要
年
度
か
ら
五
万
円
未
満
訴
さ

マ
所
帯
税
予
定
納
税
の
第
一
期
す
り
法
人
税
法
の
一
部
改
正
部
分
も
か
わ
ら
ず
年
三
官
一
方
以
下
の
上
げ
争
れ
ま
す
。

で
に
六
月
十
せ
い
令
当
?
間
同
!
?
、
法
人
税
率
が
別
会
王
ぽ
に
な
る
部
あ
は
一
一
二
持
、
三
百
万
円
fzζ
凡

問

l
中
間
犀
百
曹
の
提
出
不
要
問
限
度

音

付

け

で

饗

ら

由

一

明

言

ム

南

海

;
;
i

』

?

部

主

活

な

っ

た

と

の

こ

と

で

、

脅

し

た

〈

意

コ

理

一

一

港

島

ハ

額

2
3き
土

庁

す

が

i
e

予
定
納
税
額
貌
ぉ

h
t札
、

;
'
j
i
b
i、
』

i

窃
i
昭
治
四
十
五
年
五
月
以
隊
申
告

通

知

書

〉

に

一

品

品

購

鱒

所

得

税

第

一

期

は

今

月

中

広

患

の

翼

5
2葉

よ
品
泣
く

4
轟

縄

問

説

明

一

一

一

万

円

で

あ

っ

た

も

宗

五

万

円

に

の

審

議

-

4
と
の
乙
と
で
す
が
。
る
部
分
は
一

zaよ
か
す
ま
せ
ん
引
き
上
げ
に
な
り
を
た

6

で
、
今
月
中
に
納
入
し
て
く
だ
さ
答
!
昭
和
四
十
五
年
五
月
一
日
以
降
潤
棋
岡
山
償
却
資
涯
の
計
上
険
度
額
し
た
が
っ
て
昭
和
四
十
四
年
九
芹

ぃ

。

持

了

1
Q事
染
ま
あ
所
得
の
う
ち
が
言
d

上
げ
に
な
る
と
の
ζ

と
で
す
百
以
降
終
了
す
る
前
事
業
生
度
の

な
お
~
振
替
問
税
を
刺
市
す
る
人
留
保
分
に
ワ
い
て
訟
人
税
率
を
一
・
が
・
0

法
人
税
額
が
十
万
円
以
下
の
法
人
は

は
金
融
機
関
の
円
あ
な
た
の
預
金
口
七
五
指
引
き
上
げ
て
一
一
平
七
五
骨
答
1
譲
価
償
却
資
援
義
援
紀
主
主
箆
宵

φ挙
が
あ
担
ま
せ
ア
ん
。

後 41時50分
。こども主主/火踏臼午前由時30分~午後4時50分

劃申し込云'f..・〈わしいととは平塚市図書館 CT
EL31・0415)へ

一



務
慶
F
パ
ー
ト

5
4階
じ
展
示
会
と

商
品
テ
広
ト
笠
、
九
回
開
む
巽
習
室
を
も

って一寸

lrジ
し
た
「
平
塚
濡
費
沖
落

セ
ジ
占
!
」
は
ぺ
よ
D
よ
い
暮
ppu
へ

の
手
が
か
り
戸
と
し
て
利
用
す
る
よ
ラ
、

広
く
捕
時
間
者
の
み
な
さ
ん
に
時
び
か
け

て
い
る
。
地
区
議
入
金
や
P
T
A揖
人

部
な
と
の
研
轄
会
で
利
用
す
る
の
に
格

好
の
セ
ジ
虫
ー
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

奥
さ
ん
が
た
吋
一
一
ズ
が
誘
い
合
つ
て

の
一
見
学
も
穴
歓
悲
と
い
う
。

特
に
M
M
}

日
教
室
仰
は
臨
河
内
デ
i
T

を
か
え
~
遵
ニ
回
議
撞
を
開
い
て
い
る

が
、
例
え
ば
七
月
の
一
ア
1
マ
は
「
知
っ

て
お
き
た
い
食
品
添
加
物
」
八
月
は
「

洗
剤
の
選
び
方
、
使
い
方
」
と
な
っ

τ

門
司
令
毎
週
、
代
末
、
金
曜
の
午
設

か
bJγ
苧
仰
い
E
と
は
尚
セ
シ
b
F
I

へ

る官襲

…5Jヨ12尽梅屡デパートに関所...

消費生活セシタ~は大繁昌

をど

C解数コ

市内層住申潜2住才以上の入 1∞人ま

で

8汚 1国までに役復ハガキ1<:、主主
申し込みは

しめ切担ま

応募先 e 主F嫁 m浅潟両"r9主宰 H子
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一
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根
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中
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木
村
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花
島
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市
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掲
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島
問
克
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お
山
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井
口
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、
大
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警
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、
一
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占
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石
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井
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一
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小
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岩
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篠
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浴
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滞
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藤
由
和
一
佐
野
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益
回
検
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黒
川
ヒ
サ

文

子

一

子

、

山

地

ト

ミ

J
お
出
竜
高
山
出
ユ
一
ヱ
、
岩
悶
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轡
て
山
口
久
子
、
田

守
富
士
見
地
ぽ
・
小
宮
ジ
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、
潔
需
ア
一
雪
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、
浦
田
敏
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、
志
水
良
子
、
角
谷
一
辺
か
る
、
高
橋
淳
子
、
高
製
ハ
ナ
、

子
子
、
態
沢
溺
校
、
実
摂
怒
て
肥
後
一
光
夫
、
町
田
払
/
γ
、
調
磁
波
字
、
相
良
一
吉
野
つ
ね
午
丁
、
原
田
安
子
、
A
E
/
T
と

幸
江
、
出
出
淑
子
、
水
島
す
み
子
、
諜
一
昭
子
、
関
沢
久
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、
高
橋
と
し
え
一
み
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協
格
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、
宿
高
華
子
、
二
見

治
子
、
岩
崎
カ
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子
、
根
一
A
辛
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三
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時
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口
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岸
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子
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弘
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子
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ほ
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"ベヨ'"
21-{l614 

32-2143 

31-1817 

32-28!i5 

21，355 

21-4299 

55-3617 

32，OZ1 

31，071 

31←"54:82 

32-1303 

31--9ZS5 

32-1038 

32-{)86S 

S5-Q514 

58←-0822 

3l-11l21 

32-.1204 

58-0891 

い
て
い
る
。
お
気
軽
だ
お
出
か
け

を醐
醐
土
臨
ス
テ
レ
オ
コ
ン
品
J
Iト
a

山
内
向
阿
川

7
7
丹
訪
れ
い
同
時

虫
記

nフ
ラ
ン
ク
一
交
響
曲

川
白
川
一
一
語
・
マ
1
一フ
1

2
岬
喜
朗
大
地
の
歌
N

馴
釘
叩
マ
8
月
I
R
U時

山
一
一
口
ス
ピ
1
ギ
交
響

日
即
時
制
詩
ロ
ー
マ
の
松

-
F

1
3
2
 

川
一
則
山
口
1
ロ
ェ
組
問
グ
タ

一
一
楓
と
の
対
話

一
父
小
川
宋
問

一
ブ
ラ
ッ
ク
ユ
I
A与ノ

有
馬
殺
晶
一
遥
か
な
高
信
議

翠
新
一
一
九
州
考
古
暴
散
揖

小
松
左
京
一
倭
T

八
伝

品μ
潟
文
雄
一
卑
弥
持

沢
野
久
雄
一
金
力
比
殺
臨
時
守
山
眼
光
重
司
自
棋
抽
仏
教

関
上
鈴
江
一
品
叫
向
と
特
許
石
揖
逸
品
い
一
階
離
を
選
円
近
陪
才

伊
東
守
男
一
未
来
の
菌
オ
I
ス
ト
ラ
リ
J

ア

一

日

京

の

銀

汚

象

加

藤

啓

森

栄

二

瀧

回

塾

二

一

デ

ノ

ミ

で

対

惑

は

ど

主

な

ye

柴

田

勝

彦

一

平

刑

訴

と

そ

の

淘

辺

杉

本

構

滋

一

議

官

市

松

崎

芳

和

一

実

忍

者

の

笈

件

整

調

大

蔵

一

日

本

の

合

理

蘭

針

λ

館
時
経
一
時
期
務
氏
子
の
研
究
大
野
嘩
之
助
一



7月31忠 実福寺て潟入〉絃原公民

書宮

呂月 1白 東海大学校内C測定なu
v 3日上平塚公民銀諏訪町 虫

書官

タ 4臼平塚保健所春日神社

'" 5日 銭 4区自治会文化会館

富富士卑公民館

グ 日目乗窪寺高浜台自治会館

グ 78 花水台母子寮花京会館

グ 8日 平 塚 カ ト !)7タ教会

。108 溺絞自動車検査場海開

主耳呂町内晶君官

花水公民銀

主主

d' 14日

d" 178 
;fr 18日

平塚

老松前公語習 馬入5分BI
妙安骨八重政崎市分担

代主主町児童童図書館 須賀

公民tli!

白日霊休診の急患を救うため、平底

市区縮会は東海道組を坊に交代診液

晶j度を申し合わせている。

掴第 1.揮 38湾里民は南閣の医協

覇輯2・第4日曜日は北側の医院が

原知として診療に応ずるζ とになっ

ている。 r駅員ワであって都合!とより

変更もある。臼.a臼はあくまで体診

包であり診波は緊急患者lζ照るJ，，; 

されている。

日曜自の急患

館民一む

臼

臼

日

、ヲ弘

、幅

次いで8月にも後場分在行なう。

7月 中IC受診できなかった人は、

必ず、 8月に受けて〈ださい。

瞳時総・午前は由時30分から111誌を30
分まで、午後は2時から&時まで

瞳血症湖窓・さ吉田は40歳以上の人を

対象[と血圧倒定も行なう。

仁午前) (午後コ

7月14日 片 的 公 民 館 金 自 公 民 鰐

グ 15臼北金自青年会場土島公

民館。16白金沼公民館豊田公民館

;s> 17日土沢農協 吉沢公民館

p 18日 歯芸試験場 C調定なし〉

p 20日根坂潤集会場上方盟主罷

会 場

? 211ヨ 在聖誕祭会場旭公民委宮

タ 22臼 関崎公民館お駐言動公民館

グ 23日大悼公民館田村宮の前

住宅て落合主主子広前〉

p 24日横内部落集去湯神田公

畏 館

グ 27日真土公民館領内問泊J:!;
会場

グ 28呂田区之宮公民館八構公

E号館

グ 29日 中原公民館 qogrc公民館

グ 30日東中原公民館南原公民

宜宮

大塚品十ちゃん
おおつかしな ζ

官住:m万回493市長主住宅29
-62三共化成仁株〉平塚て堤勤

務の大是正居間主le(34)と妻八

重量子さん (28)のご:女・生後10

か月明男氏70宇・体重9・5キロの色

白の莞人。 4哉のおねえちゃん

と遊んではよく泣か吉れるが"..

それでも大の仲よし。おねえち

ゃんに比べ人見知りが強い。パ

パ、ママともに愛媛県東宇和郡

の出身。広報紙IC掲載する赤ち

ゃん、岳月は応募47人の中から

6月22巴、広報課長が指せM る

子ちゃ/工に決まった.

募集 〈応募〉閥立がきに住所 a父母の氏名明

ヨに ちゃんの名まえと生年月臼・殺の年齢・官三E苦
番号 父叡の聡七吉、を書いてお出しください。応募:;;;1年未満の

赤ちゃんに15tH)ます。

臨あて先・平塚市浅間前日番1号・平塚市役所広報課赤ちゃん

募集係い輯毎月泊せんのうえ、一人ずつ広報紙に掲載、記念写

真と市民の色紙・掲載広朝紙10部在差しあげま才。(広報課J

符主主謀で[止、あなたの大切な赤ち

ゃんが予防接種をうけると苦!と、つ

ぎのζとに注意するようおかあさん

おに呼びかけている。

会場

「広報ひらつか」や「広報

無線・有組Jでお知らせしている

個人通知之レ亡し、ないと注意在。

@予防接種;主体の状態がよいときに

うけてほしい。当日、体のぐあい

が悪い人は、直衣γ受けf寸けi'"
医郎iとオ呂談告。

@当日[立、赤ちゃんの体過を:止かっ

てか岳会場へ。

@混在、治療中の人;主主治医に棺談

してからきて[ましし九
電器予防接種手帳には住所、氏名、生

年月日を記入のうえ会場へ持番ず

る。

@また、っさぎのような場合:主予防接

車重:まできない。

{イ燃のあるときや下痢している時

{ロ荒考設で主主認しているとき
村心臓、じん夏、肝臓、血管系、

呼吸器系!こ民主のある人

判糖m.i訳、結m、かっけにかかっ

ている人

制いちじるしく栄長障害のある人

ト)妊産捕

{ト1重重痕・小児まひ生ロク・ BCG
日illl~痛がそれぞれ 1か月以内の人

仔蹄(はしか〉のヲクチンを接

議した人は、予防接種をうける市J
lζ受け付けに申し出 tほしい

銀予防接機カレンダ}俊摂分 (8月

-3月〉は8月号「広報ひらつか」

に掲裁才る。

〉ココココ〉

m
凶
作
目
初
日
間
初
日

組
問
問
問
駒
郡

2
2
2
1
1
1
 

3
3
3
2
2
2
 

E
E
C
E
E
C
 

問主闇

霊
上
密
つ
お
題
と
な
る
こ
凸
臨
む
の
も
}
方
法
⑤
長
浄
化
そ
う
の

浄
化
モ
5
の
手
レ
い
知
識
と
維
持
皆
窓
流
水
は
、
絵
揮
で
定
め
ら
れ
て
い
よ
い
が
、

環
の
方
法
を
白
ど
ろ
か
ら
心
が
け
励
る
乙
と
は
為
ち
ろ
ん
、
か
な
ら
ず
消
ど
で
通
日

行
し
た
い
も
の
。
惑
し
で
か
ら
間
流
す
る
こ
と
(
消
露
怒
し
な
山

盟
使
用
者
側
の
点
滅
①
仇
じ
よ
う
の
万
訟
日
送
気
孔
付
近
の
マ
ン
ホ
l
@
監
の
発
生
す
る
場
所
は
?

ホ
は
適
当
な
畳
二
人
}
臼
組
』
ん
の
中
に
議
液
そ
ず
つ
が
あ
る
。
と
こ
し
疎
開
閉
化
芋
立
は
大
別
じ
て
腐
隊

約
む
を
伊
川
町
ず
る
mw露
出
の
清
か
ら
ガ
タ
ス
コ
ッ
ク
な
ど
で
第
峠
慨
を
タ
ン
ク
・
予
捕
る
溺
襲
翠
酸
化
タ
ン

柏
町
や
防
阜
の
た
め
に
埠
僚
や
力
性
い
つ
も
中
最
ず
つ
一
点
婚
し
梢
寵
す
る
ク
・
消
寵
占
ン
ク
の
白
つ
か
ら
な
D

Y
1
rー
な
ど
の
誕
百
山
類
、
純
物
禁
制
服
は
次
箆
滋
素
酸
y
l
M
背
(
一
ぴ
間
関
も
多
く
発
生
す
る
の
が
梢
議
b
Rン

ず
人
む
な
い
よ
う
に

g

乙
れ
は
し
ん
制
9
宙
五
十
円
〈
ら
い
)
が
担
制
ク
、
次
に
予
輔
ろ
過
渡
副
院
で
あ
る
。

尿
浄
的
そ
ぎ
内
の
撒
住
物
か
一
死
一
滅
輯
し
尿
帯
化
そ
う
の
蚊
の
駆
除
・
し
明
採
除
は
?

水
洗
ト
J
V
の
汚
物

は
本
甫
の
よ
う
に
ま

だ

下

武

道

終

荒

処

逗

特

虫

剤

を

施

設

が

な

い

地

域

で

や

た

ら

ま

く

は
し
尿
浄
化
JTつ
に

と

と

は

、

前

祝

じ

よ

う

木

と

一

緒

述

の

よ

5
に

民

流

し

、

浄

化

レ

た

押

花

宇

一

つ

の

あ
と
Ti木
な

ど

に

放

機

能

低

下

に

流
さ
れ
る
と
と
に
な
さ
せ
械
能
を
低
下
き
一
せ
る
こ
と
に
成
浄

ιぞ
う
か
ら
発
生
す
る
蚊
は
結
び
つ
く
の
で
仕
込
担
を
σ

っ
て
い
る
。
な
る
@
送
気
孔
や
排
気
誌
に
十
分
『
チ
カ
イ
エ
カ
』
と
い
い
、

ζ
の
阪
管
桑
ば
ス
ミ
チ
オ
y
m
骨
乳
剤

と
こ
ろ
が
、
し
尿
空
気
を
取
り
入
れ
る
。
送
気
孔
の
は
c
m
度
〈
ら
い
に
下
が
っ
て
も
活
で
、
ぽ
フ
ふ
ら
の
民
間
住
ruて
い
る
汚

浄
化
そ
さ
は
一
度
訣
上
に
建
築
物
は
も
ち
ろ
ん
い
か
な
勤
し
、
無
吸
血
で
度
卵
す
る
に
と
が
木
監
の
百
万
分
の
一
ぐ
ら
い
。
(
使

堕
し
た
ら
そ
の
ま
ま
る
あ
の
も
鐙
か
な
い
@
必
要
犯
応
で
き
、
し
か
も
吸
血
す
れ
ば
な
お
箆
府
関
口
腐
敗
占
ン
ク
打
出
、
予
備
ろ

い
つ
ま
で
忠
世
間
で
じ
て
掃
除
す
る
。
し
尿
宇
つ
は
長
邦
数
が
若
え
な
る
a

過
装
置
日
目
、
情
寵
タ
ジ
夕
日
出

常
一
一
る
も
の
で
は
な
い
。
設
鐙
挫
の
経
期
間
に
は
担
泥
が
た
ま
っ
た
り
、
①
し
尿
神
化
七
つ
は
完
全
か
?
薬
剤
を
水
で
干
倍
に
う
ず
め
、
発

持
菅
裂
が
悪
い
と
故
障
を
お
ζ
す
は
砕
右
手
足
が
つ
ま
っ
た
り
し
て
浄
し
認
神
化
そ
う
の
芸
部
乙
わ
れ
て
生
炉
訴
の
マ
ジ
ホ
1
ん
か
ら
じ
ょ
う

か
り
か
、
汚
水
が
浄
化
さ
れ
ず
に
ぬ
化
能
力
を
く
る
わ
す
の
で
適
時
に
い
た
D、
清
掃
が
し
て
な
か
っ
た
hu

ろ
な
ど
で
〈
ま
な
〈
散
布
す
る
。

き
れ
、
伝
染
病
の
病
盟
国
の
伝
播
、
精
捕
す
る
@
あ
る
い
は
排
水
が
わ
る
く
、
そ
う
内
な
お
、
成
由
{
取
除
の
場
合
は
、
モ

臭
気
や
チ
カ
イ
エ
カ
の
発
生
な
ど
と
ま
た
、
簡
略
引
な
ど
の
浄
化
そ
う
全
日
い
入
る
な
P
『
維
持
管
理
が
悪
い
と
う
内
に
日
持
D
D
V
F油
剤
を
習
欝

な
り
近
所
に
も
丞
惑
を
か
け
、
公
摂
般
の
管
理
を
専
門
に
す
る
業
者
K
誠
発
生
が
長
〈
な
る
よ
気
孔
、
抗
免
ず
れ
ば
な
お
効
県
内

霊童S)l罰-2鍔a山岳(1富士山)
童書9丹5器・軟式野球{須賀公濁野康場/ス

ポーツ広場で13日と206も入ソ7トポ ル、

(平塚畿、春日里子中)、パレーポール・剣道

・柔道(見的合体育鎗)、軟式庭球{市立
庭球場)、テニス{桃浜町庭涼場で13日と

20日も)、自転車(平塚競輪場)、射撃{

厚木国際射撃場} 水泳m立春日野中
プール}

麹皐月間関・陸上競技{海洋公癒グ
ラン r)、パスケットボール{見鮒台

体育館/江磁中体育館20日)、さ苦手(晃
鮒台体育館)、サγ均四{スポーγ広場

20日も)

重量昔月20詰・卓球{見均台体脊鯨);-0バド

ミントン{見附台体脊館)"'2月6日か'O9
日までスキー。 1著書串 L込み勿各地区{間体)

ごとに、見隙台f本脊銭肉体脊課(新宿930賞 31
-30鉛)へ…・期日lお月20日(本)5時まで。



合

わ

な

い

。

教

事

薮

も

い

っ

ぱ

い

で

す

。

団

地

帯

ず

。

一

白

車

、

新

レ

い

校

舎

厚

う

が

で

き

れ

ば

当

然

、

量

主

基

一

也

事

、

市

内

各

学

校

の

地

遺

伝

徒

て
と
と
も
た
ち
が
の
び
の
び
と
む
わ
け
で
市
で
は
、
す
で
花
校
地
の
一
数
め
潟
加
状
舗
を
み
な
が
ら
、
緊
急

た
環
境
で
勉
強
で
古
る
よ
玄
つ
に
し
て
♂
部
拡
張
主
行
な
っ
た
が
、
さ
ら
に
五
度
の
強
い
学
校
か
ら
、
順
次
訴
校
舎

ほ
し
い
。

O
必
以
上
旬
怒
増
校
が
数
校
母
度
か
会
終
υ
ま
っ
た
平
塚
市
総
合
を
建
設
十
す
る
一
予
定
で
す
。

門
市
織
世
間
・
制
山
ス
ミ
エ
〕
あ
る
と
い
う
下
品
7
3花
世
田
還
な
ふ
ι

凡
方
開
発
計
溜
興
施
箭
耐
幽
(
必
年
度
か
ら
門
勘
間
帯
議
宙
開
会
紺
務
鵠
}

i
i
i
h

京
市
の
小
申
一
学
校
を
し
め
し
て
い
る
白
む
指
摘
の
揖
晶
羽
牟
度
ま
で
に
実
誠
)
の
中
に
、
校

お
答
え
"舶

の
渇
議
生
徒
綬
は
、
小
学
校
に
つ
い
て
は
建
物
も
吉
芝
、
一
舎
の
遺
設
計
画
骨
組
み
入
れ
て
い
ま

と
ど
も
を
育
て
る
と
と
が
で
き
で
ほ

ん
と
う
花
良
か
っ
た
と
ー
心
で
感
謝
し

て
い
る
。t

cろ
か
、
演
妥
〈
変
な
こ
と
を

障
に
7
H
私
さ
議
島
地
区
で
は
お

ち
つ
い
て
い
ら
れ
な
い
事
顔
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
ー

と
い
主
的
は
、
下
島
に
団
地
が
百

笈
十
戸
、
京
毎
日
比
一
一
震
一
戸
、
そ
の
ほ
、

か
個
人
住
宅
が
多
数
で
者
名
と
か
a

穿
唱
が
ふ
え
、
住
震
が
ふ
ふ
え
石
の
は

Fζ
九

大
変
万
一
れ
し
い
の
だ
が
、
校
舎
は
老

朽
が
レ
て
い
る
し
、
教
寒
そ
め
も
の

も
せ
ま
く
、

P
T
A会
話
な
E
の
と

湿
地
が
で
告
で
し
ま

痛
に

襲美町間.，;'1 推雷f 人口

軍平副人口総数 四四人

忍一一域 1m帯~ 40，961泣帯ル J W"-"， 一一一 -

ii;iz;ZTZZ6jト;誤
記fぶ ';;1市街地 74，805人(19，710世帯J
Z託'"';;'0:芸i大野 38，118人くら029~ ;) 
一一一一一 l費留 品144人( 760 # ) 

時ら ~I神白 14， 033人( 3，606 -9 ) 

玄h<早!主茸島 2，407人( 531 # ) 

妨言語ごと 11濁崎 2，620人( 628 # ) 

2泊二!金田 3，824人( 956 d"コ
二貧除i旭 1]，493人(2，幻67)

2毒手!幸吉;:;訟j2922:
量平等I (45日 1現在〉

3 19く '

問
問
和
問
問
十
五
年

度
、
平
塚
即
時
館
前

管
内
献
血
状
況
は

J

ハ
ヨ
一
一
十
日
混
在

で二千一一一十一一一人

で
あ
る
。

六
月
中
に
ご
西
村
八
十
八
人
i

献
血
は
、
品
適
月
曜
河
口
平
塚
市

民
病
院
対
日
赤
平
塚
出
喪
反

(m

時

i
m時
)
と
、
毎
月
第
二
・
第

四
土
曜
日
平
君
駅
前
(
ぬ
時
i
花

時
)
の

一
部
所

で
定
嬬

的
に
ほ

な
わ
れ

て
い
る
。

(
火
)

マ
図
書
館
ホ
ー
ル

(
3階
)
無
担

マ
逼
『
歴
史
に
生
書
た
女
性
た
ち
」

特
別
給
付
金
担

保
に
貸
し
付
け

市
福
祉
事
お
房
社
会
課
で
は
、

の如意は、密厳と樹のー測によ

って、，L，~毘を聞くことができた

非隠属土は、

日月、平塚新宿910番地の告宅?

没した。苧年65オ。出向暗雲寺

応義がある。

非絡には4男 7女があった。

長子を吉村得之というe かれほ

居土カ'33オのときの子であった

ため、主主来聞機世帯ていて、常

iと枯淡としていた。私l立、かれ

が従事していた豊田選の歯掛皇室

院へときどき遊びに行君、深々

とした自と、ととのった風貌iζ

接することをたのしんだe

かれは患者が待ってし、でも、

i酉娃々々然と、変蔵の木魚を殿、

告なが色、，C桟'i:低川昌していて

「この響を聞い ζいると仁患者

の〉唾液の分泌がおさまり、泊

なる。 Jと、うそ

沼 和38年 3月、かれは74すで

平 塚1207番地で没Lた。薬主主疏

縛器部徳仁厚居士、阿弥陀寺!こ

罪られている。-

いま私は、かつて平塚にl'E-?

7ζ特異な人、非隠父子の行履を

追憶し、講爽の感を深く lしtい

るのである。

話誹宮非穂多と子力マ霊聖王乏していた「フド需J

志村非隠究子
高瀬輔晋

明治的年ごろ、平塚新宿i"lffi了
t亡、 INE~買からでI討*'-1'戸という
医師が移住して来て、まもな〈

病院を新築した。その頃、海岸

記は、すでに苔去さ置があったが

五指と新宿には、

の

ろ

ま

の

子

謹
翠
嚢
審
議
家
警
諺
雲
市
教
育
す
。
モ
の
た
め
に
友
だ
ち
と
の
協

磁
思
綾
織
磁
嬢
研
究
所
調
性
も
生
ま
れ
ま
せ
ん
。
@
親

5
2
E
2
3
5
5
5
笠
宮
閣
の
一
吋
一
朝
、
気
持
ち
を
無
意
識
の
う

開
蜜
方
盛
っ
た
弱
醜
か
ら
ち
た
模
慨
し
て
し
ま
吉
こ
と
で
才

上
」
ん
な
子
ど
も
i

殺
の
を
広
が
そ
の
ま
ま
子
ど
も
に

動
作
は
の
ろ
い
し
、
神
経
質
な
移
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

の
か
緊
張
す
る
と
下
イ
レ
に
行
く

1
ど
う
し
た
ら
j

し
、
甘
っ
た
れ
の
と
ご
ろ
が
あ
り
@
い
つ
ま
で
も
手
ど
も
に
手
在

留
っ
て
い
ま
す
。
モ
れ
仁
な
に
か
か
け
な
い
で
、
子
ど
も
図
書
に
な

す
る
と
き
に
は
親
の
顔
色
芋
ジ
か
ん
で
も
や
ら
せ
る
乙
と
で
す
。

が
っ
て
い
ま
よ
。
干
と
も
心
ひ
と
②
家
庭
で
お
と
な
だ
げ
の
相
手

り

で

丈

に

専

ら

す

の

で

は

な

ど

間

分

と

問

主
ぜ
i

U

よ
吉
な
仲
間
の
中
で
生
活
す
。

あ
る
学
者
は
一
ひ
と
り
っ
子
だ
と
と
が
子
ど
も
の
社
会
生
活
の
力

と

い

う

こ

と

は

、

そ

れ

}

を

の

は

ず

C
と
疋
な
む

戸
げ
で
一
つ
の
病
気
で
同
点
船
新
説
磁
砲
事
ま
す
。
@
子
ど
も
と

あ
る
」
と
言
っ
て
い
ま
示
義
抑
制
噂
し
て
の
告
を
尊
重
じ

ず
。
そ
れ
で
は
ひ
と
り
鯵
時
#
J明
醐
認
酷
似
て
あ
げ
る
こ
と
で

t。

つ
子
は

F
2と
も
で
診
臨
時
凶
弾
同
や
た
ら

ι教
文
語
、

も
ふ
ん
な
重
な
の
か
轟
鱒
議
警
つ
め
乙
吉
り
は
蓄

と

い

っ

た

ら

、

必

ず

し

も

が

窃

労

で

自

分

の

力

も
そ
5
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
で
や
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
の
を
党

親
の
見
方
、
考
d
え
万
、
接
レ
方
に
え
る
力
を
身
に
つ
け
る
も
の
で
す

よ
っ
て
は
言
総
性
を
顕
く
も
っ
て
親
と
し
て
は
頑
り
が
な
い
よ
吉
な

し
ま
い
ま
す
。
①
品
ま
り
に
も
気
が
じ
で
も
子
ど
E
ほ
結
構
回
分

苧
空
か
け
す
ぎ
世
話
回
の
や
き
才
ぎ
玄
切
D
開
い
て
い
け
る
戸
げ
の
力

教
え
主
ぎ
が
あ
D
ま
す
。
@
大
を
も
っ
セ
い
る
の
で
す
。
@
な
る

事
で
手
放
し
な
く
な
い
そ
の
た
め
ず
知
的
な
裂
か
ら
警
雪

印
札
ち
ょ
っ
と
L
た
ご
と
で
も
注
意
よ
ラ
Kじ
、
戸
外
へ
出
て
太
陽
の

や
援
助
の
手
を
さ
し
の
べ
て
し
ま
下
で
い
い
空
気
を
吸
い
な
が
ら
で

い
ま
す
。
@
は
れ
物
に
ぎ
わ
る
告
る
だ
け
週
明
罰
則
援
の
多
い
遊
び
を

よ
う
に
、
ど
機
嫌
ば
か
り
う
か
が
さ
せ
る
己
と
が
大
切
で
寸
。
日
光

っ
て
い
ま
す
。
@
家
の
中
で
兄
と
祭
気
止
運
動
乙
包
一
一
つ
は
ど
ん

弟
姉
椋
と
い
う
仲
間
を
も
っ
て
い
な
子
ど
も
に
も
与
え
た
い
木
事
広

ま
せ
ん
。
そ
の
よ
大
事
に
さ
れ
ま
も
の
で
す
e

(

祖

語

打

函

)

参加・ 7月24臼(金}
までに500PJをそえて'

見総合体育館肉体育

課へ……"50人まで

会資 1人 1.500丹

市内在住、在勤、夜

学者に限る。

布教育委体宵諜@平塚山岳協会

8/1覇
2罷
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